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コレラは途上国で未だに繰り返し発生する感染症である｡予防法としは注射型と経口投与型の
ワクチンの接種があるが､それぞれに問題点を抱えており､感染流行地域での使用が進んでいな
い｡また､地球温暖化により我が国が感染地域になる可能性も高まっており､新たな治療方法や
予防方法が望まれている｡
我々をまニワトリの黄卵由来抗体 (rgY)に着目し､コレラ菌 (01と0139の混合死菌)とコレラ
毒素のBサブユニットに対する2種類のIgYを作製し､その効果をChineseHamsterOvary(CHO)
細胞とサックリングマウスを用いた系で検討した｡
cHO細胞にコレラ毒素を添加すると､細胞の形態が円形から紡錘形に変化するが､この作用は
抗BサブユニットIgYで中和された｡V.CholeraeOlあるいは0139(それぞれ3.75×106個/50pl)
を､サックリングマウスに経口感染すると2日以内に死亡するが､抗菌-IgYを菌の感染と同時に
投与すると90%以上のマウスが生存した｡また､菌の投与後3時間後から2時間おきに抗菌-IgY
を投与すると有意義な効果が認められた｡この時､抗菌-IgYに抗BサブユニットIgYを混合する
と(MⅨ･lgY)､その効果が上昇した｡菌の投与後3時間目から､2､4､6､あるいは8時間おき
に24時間､MⅨ-IgYを経口投与すると､70%以上のマウスが生存した｡さらに､01菌の投与前
にMⅨJgYを投与した場合も､有意義な予防効果が認められた｡従って､抗菌-IgYはコレラの予
防や治療に有用であることが示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､コレラ菌01および0139株､およびコレラ菌毒素B成分に対する2種類のニワ
トリ卵黄由来抗体 (IgY)を作成し､それぞれおよび混合して投与した際の抗コレラ菌効果を検
討したものである｡その結果､抗毒素B成分抗体および抗菌抗体ともに､チャイニーズハムス
ター 卵巣細胞の形態射 ヒおよびマウス感染モデルにおいて良好な効果を示したCこれらの結果
は､IgYのコレラの予防および治療における有用性を示唆するもので､重要な知見であり､価
値ある業績であると認める｡よって､本研究者は博士 (医男 の学位を得る資格があると認める｡
